令和８年７月１日

農業関係機関・団体　御中
富山県米作改良対策本部
水稲の生育早期化による作業計画の見直しと葉色低下に伴う追肥対応について
　本年は、「コシヒカリ」の幼穂形成期が平年に比べ５日程度早い７月６日頃と見込まれるなど、いずれの品種においても生育が早く、出穂期や成熟期が早まると見込まれます。また、田植後が高温・高日射で推移したことにより生育が旺盛となったことから、葉色の低下がみられます。
今後も高温が予報されていることから、適期の本田防除や刈取りなどが徹底されるように作業計画を見直すとともに、稲体活力の維持に向けて積極的な追加穂肥が実施されるように指導願います。
１　生育の早期化に伴う作業計画の見直し
・生育の早期化が見込まれることから（表１）、追肥、防除及び刈取り計画の前倒しを検討する。
・本田防除は、早生品種では穂揃期と傾穂期、中晩生品種では穂揃期に、適期の薬剤散布を徹底する。
・刈取始期が近年よりもかなり早まると見込まれるため、共同乾燥調製施設等の利用計画を見直し、適期刈取に向けた準備を進める。
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田植日 幼穂形成期 出穂期 成熟期 との差

てんたかく 4月29日 6月17日 (7月8日) （8月12日) ７日早い

コシヒカリ 5月13日 (7月6日) (7月27日) （9月3日) ５日早い

富富富 5月17日 (7月11日) (8月2日) （9月11日) ２日早い

てんこもり 5月9日 (7月9日） (7月31日) （9月14日) ３日早い
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２　積極的な追加穂肥の施用
・今後、高温による葉色低下が懸念されることから、葉色診断に基づき積極的に追加穂肥を施用する。
・追肥にあたっては、ドローンや流し込み等の省力的な追肥方法も活用する。
（１）「コシヒカリ」の追加穂肥基準（表２）
・砂壌土では、幼穂形成期後10日頃（出穂前12～10日）または幼穂形成期後14日（出穂前７日）頃の葉色が淡い場合は、速やかに窒素成分で1.0kg/10aを施用する。
・砂壌土以外の土壌では、幼穂形成期後14日（出穂前７日）頃の葉色が淡い場合は、出穂３日前までに追加穂肥を窒素成分で0.7～1.0kg/10aを施用する。


（２）「富富富」の追加穂肥基準
・追加穂肥は、幼穂形成期後14日（出穂前７日）頃の群落葉色が4.2（SPAD32）以下の場合、出穂３日前までに窒素成分で1.0kg/10a程度施用する。
表１ 各品種の生育ステージ（R８生育観測ほ）





注１）括弧書きの日付は推定値


注２）平年の出穂期：てんたかくはR２～７、コシヒカリはH28～R７、富富富はH30～R７、てんこもりはH28～R７の平均





表２ コシヒカリの肥効調節型基肥栽培における追加穂肥の目安





砂壌土では、高温が見込まれ、早期に葉色が低下している場合は早めの追加穂肥を行う








